精神薄弱者（通所）授産施設「八風園」を訪ねて by 編集部
精
神
薄
弱
者
(通
所
)
授
産
施
設
「
八
風
園
」
を
訪
ね
て
編
集
部
は
じ
め
に
以
前
か
ら
大
分
県
は
精
神
薄
弱
者
通
所
援
護
事
業
に
つ
い
て
は
熱
心
な
土
地
で
あ
る
と
聞
い
て
い
た
。
中
で
も
、
「
八
風
園
」
が
先
進
的
な
授
産
施
設
で
あ
り
、
宗
教
者
(浄
土
宗
)
で
あ
る
丹
羽
演
誠
師
と
そ
の
協
力
者
に
よ
る
暁
雲
福
祉
会
の
経
営
に
か
か
る
も
の
と
し
て
、
か
ね
て
か
ら
耳
に
し
て
久
し
く
、
一
度
は
是
非
訪
ね
た
い
と
念
願
し
て
い
た
。
漸
く
、
機
会
を
得
て
、
昭
和
六
十
三
年
二
月
に
訪
ね
る
こ
と
が
で
き
た
。
日
豊
本
線
の
坂
ノ
市
駅
で
下
車
れ
ば
最
も
近
い
の
に
、
丹
羽
一
誠
師
の
ご
親
切
な
ご
案
内
の
お
手
紙
と
行
違
い
に
な
り
、
私
は
大
分
駅
で
下
車
し
て
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
た
の
で
、
約
四
十
分
、
田
園
や
森
の
中
を
通
っ
て
、
小
高
い
丘
に
囲
ま
れ
た
「
八
風
園
」
に
着
く
こ
と
が
で
き
た
。
車
中
で
何
回
も
、
善
導
大
師
の
往
生
礼
讃
の
中
の
「
千
台
千
宝
合
、
音
楽
八
風
宣
」
の
句
を
念
誦
し
た
こ
ど
で
あ
っ
た
。
「
八
風
」
と
は
八
種
の
清
風
を
謂
う
の
か
、
極
楽
の
荘
厳
の
一
つ
で
あ
り
、
観
無
量
寿
経
に
は
「
八
種
の
清
風
、
光
明
よ
り
出
づ
」
と
あ
り
、
善
導
大
師
の
往
生
礼
讃
に
は
「千
台
千
宝
合
し
て
音
楽
八
風
を
宣
ぶ
」
と
す
る
。
天
台
の
観
経
疏
に
は
「彼
処
は
実
に
時
節
な
し
、
若
し
此
の
八
に
寄
せ
ば
、
謂
わ
く
、
上
下
を
除
き
余
の
四
方
四
維
一157一
な
り
、
故
に
八
と
い
う
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
八
方
か
ら
吹
く
清
涼
の
風
と
解
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
佛
の
光
明
に
ゆ
う
な
ん
に
照
ら
さ
れ
、
極
楽
の
清
風
に
吹
か
れ
て
、
心
身
共
に
柔
輳
と
な
り
、
善
心
生
じ
て
、
丹
羽
演
誠
師
の
言
を
借
る
な
ら
ば
、
「
佛
と
共
に
、
手
を
と
り
あ
っ
て
、
仲
よ
く
喜
び
、
日
々
覚
め
て
仕
事
に
励
む
」
そ
の
よ
う
な
和
合
の
場
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
を
有
し
て
い
る
。
定
員
は
四
九
二
名
と
な
っ
て
い
る
が
、
薄
弱
者
は
七
〇
〇
名
前
後
い
る
(昭
和
五
十
八
年
現
在
)
と
言
わ
れ
て
い
る
。
加
う
る
に
障
害
が
ま
す
ま
す
多
様
化
し
重
度
化
し
重
複
化
し
、
障
害
者
が
高
令
化
し
加
令
化
し
て
行
く
現
状
で
、
そ
の
対
応
は
愈
々
多
難
で
あ
る
。
こ
の
背
景
の
申
で
、
八
風
園
を
紹
介
し
て
ゆ
こ
う
。
瀟
洒
な
白
亜
(屋
根
は
紅
い
が
)
の
平
屋
建
の
園
舎
が
鍵
の
手
に
建
て
ら
れ
て
い
て
、
窓
が
大
き
く
明
る
い
感
じ
を
与
え
て
い
る
。
玄
関
か
ら
一
誠
師
の
案
内
で
、
奥
の
畳
敷
の
一
室
に
通
さ
れ
る
と
、
そ
こ
は
仏
間
に
な
っ
て
い
て
、
法
然
上
人
の
御
影
が
杞
ら
れ
て
い
た
。
合
掌
称
念
の
後
、
こ
こ
で
理
事
長
で
あ
る
演
誠
師
も
お
待
ち
下
さ
っ
て
い
て
、
ご
挨
拶
を
し
、
い
ろ
い
ろ
と
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。
演
誠
師
の
円
熟
さ
れ
た
風
貌
と
、
一
誠
師
の
気
鋭
を
秘
め
ら
れ
た
壮
顔
は
、
併
せ
て
親
子
一
体
の
観
が
あ
っ
た
。
さ
て
、
大
分
県
は
精
薄
者
施
設
を
四
十
数
ケ
所
を
擁
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
授
産
施
設
だ
け
で
も
、
収
容
施
設
三
、
通
所
施
設
十
二
〇
八
風
園
の
沿
革
昭
和
五
十
三
年
四
月
に
、
大
分
県
下
で
の
精
神
薄
弱
者
通
所
援
護
事
業
の
第
一
号
施
設
と
し
て
、
丹
羽
演
誠
師
を
所
長
と
し
て
、
佐
賀
関
町
正
念
寺
内
に
『
佐
賀
関
授
産
所
』
が
開
設
さ
れ
た
。
四
年
後
の
昭
和
五
十
七
年
四
月
に
、
国
際
障
害
者
年
と
善
導
大
師
御
遠
忌
と
を
記
念
し
て
、
社
会
福
祉
法
人
・
暁
雲
福
祉
会
「
八
風
園
」
と
し
て
、
発
展
再
出
発
し
、
広
域
的
に
展
開
す
る
こ
と
と
な
っ
た
.
即
ち
大
分
市
木
田
の
現
地
に
開
園
し
、
定
員
三
〇
名
、
大
分
市
で
は
民
間
施
設
第
一
号
で
あ
っ
た
。
昭
和
六
十
一
年
三
月
に
は
お
年
玉
ハ
ガ
キ
寄
付
金
の
配
分
金
そ
の
他
の
補
助
で
作
業
棟
(四
二
㎡
)
を
新
築
し
た
。
ま
た
通
所
に
便
を
与
え
る
た
め
、
寄
贈
を
得
て
二
十
六
人
乗
り
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
ニ
台
を
備
え
て
い
る
。
大
分
市
内
一158一
外
か
ら
男
子
十
四
名
、
女
子
十
六
名
、
I
Q
平
均
三
七
・
八
、
S
Q
四
七
・
四
、
年
令
十
八
～
四
六
才
、
の
人
々
が
通
所
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
O
設
置
の
目
的
イ
、
十
八
才
以
上
の
精
神
薄
弱
者
で
、
雇
用
さ
れ
る
の
が
困
難
な
者
を
入
所
さ
せ
て
、
自
活
に
必
要
な
訓
練
を
行
う
と
と
も
に
、
職
業
を
与
え
て
自
活
さ
せ
る
。
ロ
、
仏
教
精
神
に
基
く
人
格
の
形
成
(明
る
く
、
正
し
く
、
仲
よ
く
)
(八
風
園
の
ね
が
い
i
底
ぬ
け
に
、
人
を
信
ず
る
人
間
と
な
ろ
う
。
よ
ろ
こ
ん
で
、
あ
た
え
る
人
間
と
な
ろ
う
。
い
の
ち
を
大
切
に
す
る
人
問
と
な
ろ
う
。
か
ん
が
え
ぶ
か
い
人
間
と
な
ろ
う
。
し
め
い
に
い
き
る
人
間
と
な
ろ
う
。
規
律
あ
る
し
あ
わ
せ
を
、
よ
ろ
こ
ぶ
人
間
と
な
ろ
う
。
ー
こ
れ
を
読
む
と
、
園
生
へ
の
ね
が
い
で
あ
る
ど
同
時
に
、
丹
羽
一
家
の
信
条
で
あ
り
、
一
般
社
会
人
に
対
す
る
教
化
の
宣
言
で
も
あ
り
要
請
の
よ
う
な
気
が
す
る
の
は
私
独
り
で
は
な
い
だ
ろ
う
)
。
前
記
の
目
的
達
成
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
ず
日
課
か
ら
伺
っ
て
み
よ
う
。
O
日
課九
時
、
登
園
。
九
時
十
五
分
、
朝
礼
。
九
時
三
十
分
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
↑
作
業
十
二
時
↑
昼
食
十
三
時
↑
作
業
十
四
時
三
十
分
↑
休
憩
十
四
時
四
十
五
分
↑
作
業
十
六
時
↑
清
掃
終
礼
十
六
時
十
五
分
降
園
土
曜
日
は
、
仏
教
講
話
、
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
の
余
暇
指
導
時
間
と
し
、
十
二
時
三
十
分
に
降
園
す
る
。
一159一
O
作
業
に
つ
い
て
各
人
の
能
力
に
あ
っ
た
作
業
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
仕
事
に
対
し
て
よ
ろ
こ
び
を
持
ち
、
社
会
に
参
加
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
授
産
の
種
目
黐
の
組
立
て
(鷂
鑾
縫
Y
そ
の
他
の
協
力
(讖
)
を
得
て
作
業
を
行
っ
て
い
る
乾
し
い
た
け
袋
づ
め
。
シ
ー
ル
袋
は
り
。
も
み
の
り
袋
づ
め
。
割
箸
の
袋
入
れ
。
(
こ
れ
な
ど
は
平
均
I
Q
一
九
・
五
の
重
度
の
精
薄
者
が
数
名
就
労
し
て
い
る
)
こ
の
ほ
か
、
陶
芸
民
芸
品
(土
鈴
、
小
動
物
、
壺
、
皿
等
の
製
作
を
す
る
)
が
あ
り
、
隣
接
農
地
を
借
入
れ
蔬
菜
作
り
な
ど
の
農
業
も
行
っ
て
い
る
、
柚
子
、
ほ
お
づ
き
、
芋
、
椎
茸
の
栽
培
も
し
て
い
る
。
勿
論
、
各
人
の
生
産
高
や
級
別
に
よ
っ
て
工
賃
は
支
払
わ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
(
工
賃
の
上
昇
が
常
に
考
え
ら
れ
て
い
る
)
作
業
に
は
、
三
段
階
に
分
け
て
簡
易
な
も
の
か
ら
次
第
に
訓
練
し
て
、
生
活
コ
ー
ス
ー
授
産
コ
ー
ス
ー
職
業
コ
ー
ス
ー
社
会
復
帰
(1
就
職
・
結
婚
ま
で
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
)
と
し
、
園
生
に
は
、
常
に
一
ラ
ン
ク
上
の
コ
ー
ス
を
目
標
と
す
る
こ
と
の
意
識
付
を
行
い
指
導
に
当
っ
て
い
る
。
社
会
復
帰
(就
職
・
結
婚
)
に
備
え
て
、
園
内
・
園
外
で
の
就
労
実
習
・
体
験
学
習
・
調
理
実
習
な
ど
も
行
い
、
心
身
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
で
全
員
職
能
検
査
を
受
け
さ
せ
、
本
人
の
意
志
・
本
人
の
能
力
・
家
庭
側
の
理
解
と
協
力
の
三
点
を
考
慮
し
て
就
職
さ
せ
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
。
一
般
社
会
へ
の
就
職
に
つ
い
て
は
、
な
お
、
自
宅
通
勤
が
で
き
る
範
囲
の
職
場
、
精
神
薄
弱
者
に
対
し
て
理
解
の
あ
る
職
場
、
の
二
点
を
ポ
イ
ン
ト
に
置
い
て
お
り
、
職
場
実
習
を
重
ね
る
と
共
に
、
職
業
安
定
所
と
連
絡
を
と
り
あ
い
、
職
場
開
拓
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
已
に
就
職
し
て
い
る
者
に
対
す
る
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
は
毎
月
1
回
、
巡
回
指
導
に
よ
り
行
っ
て
い
る
。
既
に
十
数
名
が
就
職
し
て
い
る
。
O
年
中
行
事
始
業
式
(四
月
上
旬
)
花
見
(新
入
生
歓
迎
会
)
(四
月
中
旬
)
奉
仕
活
動
(五
月
上
旬
)
例
、
白
山
コ
ス
モ
ス
植
え
、
大
河
内
神
社
清
掃
、
そ
の
他
一1so‐
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
(六
月
上
旬
)
キ
ャ
ン
。フ
(八
月
下
旬
)
家
庭
訪
問
(九
月
)
精
薄
者
愛
護
月
閥
奉
仕
活
動
(九
月
)
学
習
映
画
鑑
賞
職
場
見
学
心
身
障
害
者
交
流
会
参
加
(十
月
上
旬
)
例
、
ぶ
ど
う
狩
り
、
そ
の
他
。
運
動
会
(十
月
下
旬
)
村
民
も
参
加
。
社
会
見
学
旅
行
(十
一
月
)
例
、
阿
蘇
方
面
、
日
田
の
旅
、
そ
の
他
。
防
火
訓
練
(通
報
・
避
難
・
消
火
等
)
卓
球
大
会
参
加
モ
チ
つ
き
(十
二
月
)
成
人
式
兼
新
年
会
、
映
画
観
賞
(
一
月
)
(
カ
ラ
オ
ケ
大
会
)
就
職
者
内
定
(二
月
)
保
護
者
個
別
面
談
(三
月
)
修
業
式
(三
月
下
旬
)
以
上
の
ほ
か
に
も
、
年
次
に
よ
っ
て
他
の
行
事
も
加
え
ら
れ
て
い
る
。
精
薄
者
に
之
っ
て
情
操
教
育
が
大
切
で
あ
る
こ
ヒ
は
言
う
ま
で
も
な
い
、
そ
こ
で
六
十
一
年
度
行
事
の
中
か
ら
抜
記
し
て
み
て
も
、
ウ
イ
ー
ン
少
年
少
女
合
唱
団
鑑
賞
佛
教
大
学
学
生
人
形
劇
鑑
賞
劇
団
四
季
公
演
「
嵐
の
中
の
子
供
た
ち
」
自
動
車
労
連
人
形
劇
「
長
靴
を
は
い
た
猫
」
鑑
賞
等
々
が
あ
る
。
O
宗
教
行
事
こ
の
施
設
の
目
標
と
し
て
い
る
佛
教
信
仰
に
よ
る
人
格
の
形
成
の
た
め
に
は
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
肝
要
な
行
事
で
あ
り
、
毎
月
土
曜
日
に
は
勤
行
と
法
話
(
ス
ラ
イ
ド
)
、
音
楽
法
要
を
行
っ
て
、
テ
キ
ス
ト
に
は
全
国
青
少
年
教
化
協
議
会
発
行
の
「
ほ
と
け
の
お
し
え
」
と
「
八
風
園
勤
行
式
」
を
用
い
て
い
る
。
特
に
四
月
に
は
、
花
ま
つ
り
、
宗
祖
降
誕
会
八
月
に
は
、
お
盆
九
月
に
は
、
秋
の
お
彼
岸
十
二
月
に
は
、
成
道
会
、
佛
名
会
‐rsi‐
一
月
に
は
、
修
正
会
、
御
忌
会
二
月
に
は
、
ね
は
ん
会
三
月
に
は
、
春
の
お
彼
岸
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
ス
ラ
イ
ド
・
リ
レ
フ
レ
ッ
ト
・
カ
レ
ン
ダ
ー
・
等
を
用
い
た
り
与
え
た
り
し
て
い
る
。
そ
の
他
に
、
丹
羽
園
長
は
毎
朝
お
つ
と
め
を
行
い
、
園
に
関
係
の
あ
る
物
故
者
の
供
養
と
園
内
の
安
全
祈
願
し
て
お
り
、
職
員
は
、
受
戒
会
や
浄
土
宗
社
会
福
祉
事
業
協
会
の
企
画
す
る
研
修
会
に
参
加
し
て
素
養
を
培
っ
て
い
る
。
ま
た
「
園
だ
よ
り
」
に
「法
の
し
つ
く
」
と
し
て
香
語
を
の
せ
た
り
、
カ
レ
ン
ダ
ー
を
園
内
各
室
に
掲
示
し
て
い
る
。
な
お
、
昼
食
時
に
は
食
作
法
を
行
い
感
謝
の
心
を
養
っ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
毎
土
曜
日
の
ク
ラ
ブ
活
動
に
は
、
茶
道
・
華
道
・
手
芸
に
つ
い
て
は
篤
志
家
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
あ
り
、
ま
た
卓
球
に
つ
い
て
も
、
コ
ー
チ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
あ
り
、
そ
の
他
、
陸
上
競
技
等
に
よ
っ
て
、
体
力
作
り
を
行
っ
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
言
え
ば
、
農
業
指
導
を
し
て
く
れ
る
人
も
あ
り
、
ま
た
父
母
の
会
そ
の
他
が
毎
月
除
草
や
清
掃
に
来
て
く
れ
る
。
モ
チ
つ
き
に
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
人
々
が
参
加
し
て
く
れ
る
。
そ
の
ほ
か
、
毎
月
県
内
各
地
か
ら
種
々
の
団
体
が
慰
問
激
励
に
来
園
し
て
い
る
。
な
お
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
言
え
ぱ
、
昭
和
六
十
一
年
、
八
風
園
開
園
五
周
年
記
念
式
に
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
人
々
の
中
に
、
団
体
と
し
て
、
木
田
の
大
河
内
地
区
全
戸
二
九
戸
が
、
開
設
当
初
か
ら
土
地
の
提
供
・
農
業
指
導
・
行
事
参
加
等
地
域
一
丸
と
な
っ
て
支
援
協
力
し
て
き
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
て
嬉
し
い
限
り
に
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
佐
賀
関
授
産
所
の
指
導
員
と
し
て
五
年
間
協
力
し
、
其
後
も
母
の
会
ヒ
共
に
手
芸
品
づ
く
り
を
続
け
て
計
十
年
、
そ
の
益
金
を
寄
付
し
続
け
た
篤
志
な
婦
人
も
あ
っ
た
。
な
お
、
近
隣
の
養
護
学
校
か
ら
の
実
習
生
を
毎
年
度
五
名
か
ら
十
七
名
(
い
ず
れ
も
延
人
員
)
を
受
入
れ
て
い
る
。
O
職
員
の
研
讃
に
つ
い
て
施
設
の
性
格
上
、
職
員
の
研
讃
は
誠
に
重
要
で
あ
る
。
毎
月
各
一162一
種
の
会
議
を
開
い
て
討
議
研
究
し
て
い
る
。
月
別
行
事
の
企
画
説
明
、
質
疑
検
討
。
連
絡
事
項
、
改
善
、
注
意
事
項
、
作
業
指
導
及
び
授
産
に
関
す
る
こ
と
の
検
討
、
生
活
指
導
に
関
す
る
こ
と
の
検
討
、
園
外
研
修
の
報
告
、
個
々
の
人
の
ケ
ー
ス
検
討
、
年
一
回
は
講
師
を
招
い
て
ケ
ー
ス
研
究
会
を
行
う
、
毎
月
行
事
の
反
省
、
特
別
企
画
の
検
討
と
推
進
、
(昭
和
六
十
三
年
三
月
に
は
、
職
員
の
研
究
を
ま
と
め
た
「
八
風
園
研
究
紀
要
創
刊
号
」
を
発
刊
し
た
)
。
園
内
外
の
研
修
に
参
加
し
て
資
質
の
向
上
を
図
る
、
特
に
施
設
職
員
と
し
て
の
モ
ラ
ル
と
専
門
性
の
確
立
に
努
め
る
。
図
書
の
充
実
を
計
る
。
資
格
の
取
得
を
推
進
す
る
。
職
員
の
適
材
適
所
の
配
置
と
自
己
開
発
(積
極
性
・
専
門
性
・
研
究
)
の
推
進
。
事
故
防
止
の
為
の
定
期
的
研
修
会
の
開
催
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
〇
八
風
園
の
規
模
に
つ
い
て
土
地
敷
地
面
積
二
、
七
〇
六
・
九
五
㎡
建
物
1
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
平
屋
建
五
〇
一
㎡
2
、
鉄
骨
造
ス
レ
ー
ト
葺
平
屋
建
四
二
㎡
第
1
棟
に
は
、
玄
関
・
事
務
室
・
相
談
室
・
食
堂
・
調
理
室
・
食
品
庫
・
機
械
室
・
会
議
室
・
休
憩
室
・
医
務
室
・
湯
沸
室
・
更
衣
室
・
職
員
便
所
・
男
子
便
所
・
女
子
便
所
・
男
子
更
衣
室
・
女
子
更
衣
室
・
第
一
作
業
室
・
第
二
作
業
室
が
設
置
さ
れ
て
あ
り
、
第
2
棟
に
は
陶
芸
室
・
第
4
作
業
室
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
第
1
棟
は
昭
和
五
十
六
年
の
創
建
で
あ
り
、
主
体
工
事
費
は
五
、
九
二
八
万
円
、
暖
房
装
置
五
三
八
万
円
、
浄
化
槽
一
六
〇
万
円
、
そ
の
他
一
、
四
〇
三
万
円
、
総
計
八
、
三
〇
〇
万
で
あ
り
、
う
ち
県
費
補
助
四
、
五
四
六
万
円
、
市
補
助
七
五
七
万
円
、
設
置
者
負
担
二
、
七
二
五
万
円
、
宗
費
補
助
一
、
九
二
五
万
円
、
そ
の
他
医
療
事
業
団
等
か
ら
の
助
成
が
あ
っ
た
。
第
2
棟
は
昭
和
六
十
一
年
に
増
築
さ
れ
た
も
の
で
、
お
年
玉
ハ
ガ
キ
配
分
金
三
四
〇
万
円
の
ほ
か
に
、
自
己
資
金
一
〇
万
円
、
県
か
ら
一
三
七
万
円
、
市
か
ら
二
三
万
円
、
自
転
車
振
興
会
か
ら
四
一
万
五
千
円
、
そ
れ
ぞ
れ
補
助
を
得
て
い
る
。
因
み
に
陶
芸
用
品
一
式
(七
一
万
七
千
円
相
当
)
は
自
動
車
労
連
か
ら
の
寄
贈
で
あ
る
と
い
う
。
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〇
八
風
園
の
会
計
規
模
を
の
ぞ
い
て
見
る
と
、昭
和
六
十
二
年
三
月
三
十
一
日
現
在
で
、
貸
借
対
照
表
で
は
、
借
方
流
動
資
産
一
八
、
五
四
五
、
○
〇
七
円
う
ち
預
金
一
八
、
三
七
四
、
七
九
五
円
貸
付
金
一
七
、
〇
二
一
二
円
固
定
資
産
物
品
=
、
一
〇
三
、
九
六
〇
円
貸
方
流
動
負
債
一
、
二
一
二
、
二
三
六
円
う
ち
未
払
金
一
、
〇
七
三
、
七
〇
一
円
預
り
金
=
二
八
、
五
三
五
円
運
用
財
産
基
金
一
一
、
一
〇
三
.
九
六
〇
円
前
期
繰
越
剰
余
金
一
五
、
〇
五
五
、
六
六
二
円
当
期
剰
余
金
二
、
二
七
七
、
一
〇
九
円
負
債
純
財
産
合
計
二
九
、
六
四
八
、
九
六
七
円
会
計
収
支
計
算
書
(
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
～
昭
和
六
十
二
年
三
月
三
十
一
日
)
借
方
事
務
費
支
出
三
七
、
五
九
六
、
三
六
五
円
事
業
費
支
出
五
、
九
二
六
、
六
〇
五
円
当
期
剰
余
金
二
、
二
七
七
、
一
〇
九
円
合
計
四
五
、
八
〇
〇
、
〇
七
九
円
貸
方
措
置
費
収
入
四
〇
、
九
三
九
、
五
六
〇
円
寄
付
金
収
入
三
、
六
五
六
、
五
〇
〇
円
雑
収
入
一
、
二
〇
四
、
〇
一
九
円
合
計
四
五
、
八
〇
〇
、
〇
七
九
円
そ
し
て
、
八
風
園
の
経
営
主
体
で
あ
る
暁
雲
福
祉
会
の
会
計
貸
借
対
照
表
で
は
、
借
方
流
動
資
産
う
ち
預
金
二
、
五
一
二
、
六
八
九
円
固
定
資
産
う
ち
建
物
八
二
、
五
八
一
、
八
〇
六
円
土
地
一
〇
、
六
六
七
、
六
〇
〇
円
合
計
九
五
、
七
六
二
、
〇
九
五
円
貸
方
設
備
資
金
借
入
金
四
、
○
○
○
、
○
○
○
円
基
本
財
産
基
金
九
三
、
二
四
九
、
四
〇
六
円
固
定
負
債
積
立
金
△
四
、
○
○
○
、
○
○
○
円
前
期
繰
越
剰
余
金
二
、
三
六
七
、
〇
七
五
円
当
期
剰
余
金
一
四
五
、
六
一
四
円
合
計
九
五
、
七
六
二
、
〇
九
五
円
と
な
っ
て
お
り
、
一165一
収
支
計
算
書
で
は
(
昭
和
六
一
・
四
・
一
～
六
二
・
三
・
>>1
1
)
借
方
事
務
費
支
出
一
、
○
〇
三
、
二
九
〇
円
元
利
償
還
金
四
、
四
五
一
、
三
二
九
円
固
定
資
金
取
得
費
三
、
五
五
二
、
二
九
〇
円
当
期
剰
余
金
一
四
五
、
六
一
四
円
合
計
九
、
一
五
二
、
五
二
三
円
貸
方
補
助
金
収
入
一
一
〇
、
四
〇
〇
円
寄
付
金
収
入
五
、
〇
五
一
、
○
○
○
円
、
雑
収
入
五
九
一
、
=
一三
円
設
備
資
金
借
入
金
収
入
三
、
四
〇
〇
、
○
○
○
円
合
計
九
、
一
五
二
、
五
二
三
円
で
あ
り
、
堅
実
な
経
営
で
あ
る
こ
と
が
判
然
と
し
て
い
る
。
経
済
的
な
基
盤
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
が
、
園
全
体
の
運
営
の
充
実
発
展
の
必
須
条
件
で
も
あ
ろ
う
。
O
役
職
員
組
織
に
つ
い
て
八
風
園
が
順
調
に
発
展
し
、
そ
の
経
営
主
体
で
あ
る
社
会
福
祉
法
人
暁
雲
福
祉
会
が
健
全
に
運
営
さ
れ
て
い
る
の
に
は
、
丹
羽
演
誠
理
事
長
を
始
め
理
事
七
名
、
監
事
二
名
の
役
員
達
が
、
地
域
か
ら
絶
対
の
信
頼
を
得
て
い
る
こ
ど
が
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。
演
誠
師
に
つ
い
て
言
え
ば
、
大
格
識
見
、
家
庭
の
物
心
両
面
の
安
定
、
斯
業
に
対
す
る
熱
意
等
々
が
優
れ
て
い
て
、
社
会
的
信
望
が
篤
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
早
く
か
ら
社
会
事
業
に
関
心
を
持
ち
、
前
住
職
地
で
あ
る
福
岡
の
正
法
寺
に
昭
和
二
十
六
年
か
ら
保
育
園
を
経
営
し
業
績
を
挙
げ
、
昭
和
四
十
二
年
に
現
住
職
地
佐
賀
関
正
念
寺
に
転
住
し
て
か
ら
は
、
特
に
精
神
薄
弱
者
援
護
に
関
心
を
強
め
、
前
述
の
「
佐
賀
関
授
産
所
」
を
開
設
し
、
四
年
後
、
こ
れ
を
発
展
改
体
せ
し
め
て
暁
雲
福
祉
会
を
組
織
し
、
其
後
、
八
風
園
の
開
設
、
経
営
に
傾
注
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
師
は
ま
た
、
法
務
大
臣
委
嘱
の
保
護
司
歴
も
永
く
且
つ
熱
心
で
あ
り
、
多
年
地
区
会
長
を
勤
め
更
生
保
護
事
業
界
で
は
県
内
外
に
令
名
が
高
い
の
で
あ
り
、
現
在
、
他
に
も
調
停
委
員
、
人
権
擁
護
委
員
、
教
誨
師
、
精
薄
者
相
談
員
、
北
海
部
郡
障
害
児
学
級
育
成
会
会
長
等
々
、
法
務
厚
生
両
関
係
の
公
職
を
勤
め
て
い
る
。
よ
つ
て
、
各
方
面
か
ら
数
々
の
感
謝
状
や
表
彰
を
受
け
て
い
る
が
特
に
昭
和
六
十
三
年
十
月
に
は
法
務
大
臣
表
彰
の
栄
誉
に
輝
い
て
い
る
。
勿
論
、
住
職
と
し
て
檀
信
徒
の
教
化
に
尽
力
し
て
い
る
こ
と
も
人
後
に
落
ち
な
い
の
で
あ
り
、
暁
雲
福
祉
会
の
役
員
と
し
て
誠
心
一166一
誠
意
協
力
し
て
い
る
有
力
檀
信
徒
も
い
る
の
で
あ
る
。
浄
土
宗
関
係
で
は
昭
和
四
十
九
年
以
来
多
年
大
分
教
区
教
化
団
長
と
し
て
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
演
誠
師
は
八
風
園
の
園
長
を
も
兼
ね
て
い
る
が
。
令
息
一
誠
師
が
副
園
長
と
し
て
実
務
に
当
り
、
日
々
職
員
(指
導
員
、
調
理
員
等
九
名
)
と
共
に
、
園
生
の
世
話
に
万
全
を
期
し
て
い
る
。
師
は
大
正
大
大
学
院
を
卒
業
し
社
会
福
祉
理
論
の
実
践
を
志
し
、
演
誠
師
を
助
け
て
現
場
で
真
摯
な
努
力
を
続
け
て
い
る
が
、
常
に
実
践
理
論
研
究
を
忘
れ
な
い
事
業
家
で
あ
り
学
徒
で
も
あ
る
。
益
々
斯
業
界
に
光
を
掲
げ
る
も
の
と
し
て
嘱
望
さ
れ
て
い
る
。
職
員
も
日
常
業
務
に
も
、
研
究
に
も
一
致
協
力
し
て
お
り
、
「八
風
園
研
究
紀
要
」
を
一
見
す
る
と
よ
く
わ
か
る
。
念
仏
者
の
福
祉
考
丹
羽
演
誠
地
域
と
施
設
と
の
協
力
に
つ
い
て
池
田
武
利
(指
導
員
)
ー
地
域
交
流
活
動
実
態
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
報
告
ー
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ー
運
動
会
ー
に
つ
い
て
木
崎
恵
三
(指
導
員
)
余
暇
の
過
し
方
に
つ
い
て
佐
藤
治
代
(指
導
員
)
通
所
授
産
施
設
に
於
け
る
重
度
障
害
者
の
自
立
に
む
け
て
藤
田
七
代
(生
活
指
導
員
)
施
設
給
食
に
つ
い
て
上
木
み
ゆ
き
(調
理
員
)
ー
こ
の
一
年
間
を
振
返
っ
て
1
給
食
考
安
達
知
津
子
(調
理
員
)
ー
明
る
く
・
楽
し
く
・
お
い
し
い
食
事
を
目
指
し
て
ー
研
究
会
の
開
催
経
緯
丹
羽
一
誠
(副
園
長
)
処
遇
困
難
事
例
(
M
・
U
く
ん
の
場
合
)伊
藤
淳
(指
導
員
)
処
遇
困
難
事
例
(
A
・
N
さ
ん
の
場
合
)羽
田
智
美
(指
導
員
)
研
究
会
に
お
け
る
講
義
・
、
自
閉
症
に
つ
い
て
(鑾
学
繖
)
安
東
明
2
、
自
閉
症
に
つ
い
て
(短
大
講
師
)
井
上
秀
子
3
、
自
閉
症
と
は
(園
生
の
母
)
深
見
憲
4
、
畠
症
に
つ
い
て
(
小
児
料
院
長
)
藤
本
保
5
、
自
閉
症
と
は
(
鐫
黷
財
相
談
所
)矢
頭
道
三
B
5
判
九
三
頁
に
亘
る
も
の
で
、
一
読
し
て
、
充
実
し
た
内
容
と
感
嘆
し
た
。
今
後
の
実
践
向
上
に
大
に
期
待
し
た
い
と
思
っ
た
。
な
お
、
一
誠
師
は
、
自
坊
で
あ
る
大
分
市
字
細
の
法
然
寺
に
、
,
昭
和
六
十
二
年
十
月
か
ら
、
精
神
薄
弱
者
軽
作
業
所
「
ル
ン
ビ
ニ
一167一
ー
の
園
」
を
開
設
し
て
お
り
、
現
在
既
に
五
名
が
通
園
し
て
い
る
。
「
八
風
園
」
に
入
れ
な
い
人
達
の
た
め
に
此
処
の
拡
充
を
も
望
み
た
い
も
の
で
あ
る
。
O
今
後
の
事
業
計
画
1
、
更
生
施
設
「
八
風
・
カ
ル
ナ
の
里
」
の
創
設
。
入
所
人
員
五
〇
名
(内
一
〇
名
通
所
・
精
薄
者
老
人
)
2
、
通
所
授
産
施
設
「
八
風
園
」
の
定
員
増
加
。
現
員
三
〇
名
を
三
七
名
に
す
る
。
作
業
室
・
園
舎
の
増
築
。
3
、
暁
雲
福
祉
会
後
援
会
会
員
募
集
。
趣
意
書
.
会
則
を
配
布
し
(法
人
会
員
二
〇
〇
口
、
個
人
会
員
二
五
〇
口
目
標
で
)
加
入
を
す
す
あ
る
。
4
、
役
員
研
修
会
の
開
催
、
施
設
見
学
、
定
例
理
事
会
の
完
全
実
施
。
5
、
地
域
啓
蒙
。
「暁
雲
福
祉
会
だ
よ
り
」
を
年
1
回
発
行
。
6
、
附
属
研
究
所
の
設
置
。
7
、
新
規
収
益
事
業
(福
祉
工
場
)
の
研
究
。
O
内
助
の
功
演
誠
、
一
誠
二
師
の
業
績
の
陰
に
は
幾
多
の
苦
労
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
忍
苦
が
続
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
特
に
そ
の
裏
面
で
内
助
の
功
を
積
ま
れ
て
い
る
演
誠
師
夫
人
万
千
子
さ
ん
、
一
誠
師
夫
人
和
美
さ
ん
の
存
在
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
一
族
及
知
友
の
協
力
も
想
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
施
設
職
員
は
言
う
に
及
ば
ず
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
諸
氏
、
慰
問
激
励
し
て
く
れ
る
諸
団
体
、
寄
附
援
助
の
諸
氏
、
諸
団
体
、
作
業
に
協
力
し
て
く
れ
る
諸
企
業
、
修
了
園
生
を
雇
用
し
て
く
れ
る
諸
企
業
、
保
護
者
を
始
め
の
後
援
会
員
、
行
政
諸
官
庁
、
地
域
諸
団
体
等
々
尊
い
無
量
の
縁
が
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
に
合
掌
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
般
的
に
言
っ
て
ま
だ
ま
だ
、
心
身
障
害
者
の
将
来
の
生
活
不
安
や
、
友
人
の
な
い
こ
と
や
、
地
域
社
会
の
理
解
の
薄
い
こ
と
は
、
本
人
達
を
は
じ
め
保
護
者
・
関
係
者
の
大
き
な
悩
み
で
あ
る
。
社
会
福
祉
諸
施
策
が
後
退
し
て
ゆ
く
と
伝
え
ら
れ
る
現
今
、
新
し
く
平
成
元
年
を
迎
え
、
よ
り
良
き
進
展
に
転
換
さ
れ
る
よ
う
祈
る
や
切
な
る
も
の
が
あ
る
。
(文
責
乾
泰
正
)
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園長室における演誠師
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